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第８次宮城県地域医療計画（精神疾患）中間見直しのポイント

国の「精神疾患の医療体制の構築に係る指針」に沿って、精神疾患ごとの患者数等を最新値に更新するとともに、今回見直しの
あった精神疾患の政策動向を中心に、県として取り組むべき施策の更新等を行う。

見直しの方向性

国の「精神疾患の医療体制の構築に係る指針」に基づき、以下の観点で
見直しを行う。

● 令和２年と令和５年の患者数から令和１１年の患者を推計し、精神
病床の基準病床数を設定する。基準病床数の算定にあたっては、政策効
果係数を考慮し、将来の入院患者数を推計する。

● 引き続き精神障害にも対応した地域包括ケアシステムと多様な精神疾患
等に対応できる医療連携体制の構築を進める。

・ 行政と医療、障害福祉サービス、介護サービス等の顔の見える連携を推進
し、精神保健医療福祉上のニーズを有する方が、その意向やニーズに応じ、
切れ目なくこれらのサービスを利用し、安心してその人らしい地域生活を送る
ことができるよう、地域における多職種・多機関が有機的に連携する体制を
構築する。

・ 精神障害の特性として、疾病と障害とが併存しており、その時々の病状が
障害の程度に大きく影響するため、医療、障害福祉・介護その他のサービス
を切れ目なく受けられる体制を整備する。

第８次宮城県地域医療計画で設定した数値目標（成果指標）を引き
続き指標として設定する。

● 退院患者の精神病床への30日以上の再入院率（3,6,12か月時点）
→「精神病床における退院率（3,6,12か月時点）」から変更

● 精神障害者の精神病床から退院後１年以内の地域での平均生活日数
(地域平均生活日数)

● 精神病床における急性期・回復期・慢性期入院患者数
（65歳以上・65歳未満別）

● 精神病床における新規入院患者の平均在院日数

次期障害福祉計画・障害児福祉計画の成果目標との整合を図り、新た
に数値目標（活動指標）を指標として設定する。

● 心のサポーター養成研修の修了者数（※）
※障害福祉計画・障害児福祉計画においては心のサポーター数と表記。

指標の設定方針

令和８年１０月
精神保健推進室
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